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しょうか？ それぞれの割合を考えてみましょう。 50 パーセントずつという方、






























































第一部 Background of Non-verbal Communication 
 
8 
いのです。 
 
では改めて、非言語メッセージの働きについてもまとめてみましょう。 まず
「言語メッセージの代理」をする働きがあります。 対話の相手の言語をお互い
に理解できない場合にはジェスチャーで伝えようとします。 相手との距離が離
れている場合や、騒々しい場所で相手の言葉を聞き取ることができない場合にも
非言語メッセージを送ります。野球やバレーボールの試合中に選手同士が相手に
わからないように手でサインを送っているのを見たことがあると思いますが、言
葉で表せば、相手チームに手の内がわかってしまうのでサインが代理の役割を果
たしているのです。 
もう一つは「言語メッセージの強調機能」です。 「ありがとう」と言葉に出
していいながら、お辞儀をすることによって、感謝の深さが強調されます。 「万
歳！」と言いながら両手を高く上げるのもこの例の一つです。  
最後は「言語メッセージ」の否定です。 先に述べたように、非言語メッセー
ジの方が言語メッセージより正直ですから、言語で伝えていることが真実でない
場合に、非言語メッセージは嘘をつくことがむずかしいものです。 たとえば予
告なしに知り合いを訪ねたとしましょう。 相手はあなたに対して、「入ってお茶
でもいかが？」と言いながらも門扉を開けなかったら、「きっといそがしくしてい
て、今家に上がってほしくないのだな」と察することができます。 もし本気だ
ったら、門扉を開けて中へ招き入れてくれるでしょう。  
 ここまで、言語によるコミュニケーションと非言語コミュニケーションの比較
を試みてきましたが、次に非言語コミュニケーションは、文化にかかわらず普遍
的なものなのか、あるいは文化固有のものなのかということに話を進めていきま
しょう。 
